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特別利益および特別損失の計上ならびに業績予想修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成29年2月期第2四半期において、下記のとおり特別利益および特別損失について計上することと

なる見込みです。それにともない、平成28年7月28日の第1四半期決算発表時に公表した平成29年2月期業績

予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別利益および特別損失の計上について 

 当社は、平成28年9月12日付で保険会社より平成28年熊本地震の被害に関する地震保険支払いの通知を受け

ましたので、当第2四半期において1,300百万円を特別利益に計上いたします。 

 特別損失については、保険の対象となる建物被害など、当第 2 四半期に 980 百万円を計上する見込みです。   

当社は第1四半期において商品被害など149百万円の災害損失を計上しており、熊本地震による災害損失の額は、

当第2四半期までの累計で1,130百万円となる見込みです。 

 なお、当第2四半期において計上予定の建物被害額については、建物完成後に資産計上するべきものと費用計上

するべきものを確定するため、第3四半期以降に変動する可能性がございます。 

 

２． 業績予想数値の修正について 

（１）平成29年2月期 第2四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成28年4月1日～平成28年9月30日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想  (Ａ ) 60,350 900 910 610 18.37 

今 回 修 正 予 想  (Ｂ ) 60,350  900 910 710 21.39 

増 減 額   (Ｂ － Ａ ) 0 0 0 100  

増 減 率     (％ ) － － － 16.4%  

(ご参考) 前期第2四半期実績 

（平成28年3月期第2四半期） 
60,101 889 897 600 18.09 

 

 

 



（２）平成29年2月期 通期の業績予想数値の修正（平成28年4月1日～平成29年2月28日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想  (Ａ ) 110,000 1,600 1,620 1,030 31.02 

今 回 修 正 予 想  (Ｂ ) 110,000  1,600 1,620 1,130 34.04 

増 減 額   (Ｂ － Ａ ) 0 0 0 100  

増 減 率     (％ ) － － － 9.7%  

(ご参考) 前期通期実績 

（平成 28 年 3 月期通期） 
118,448 1,530 1,413 1,005 30.28 

※平成29年2月期は決算期変更にともない11カ月決算となっております。 

 

 

３. 平成28年熊本地震の被災地域に所在する拠点の状況について 

 

 ＭｒＭａｘ熊本インター店及びＭｒＭａｘ松橋店は建物被害が大きく、今秋までは部分営業および一時休業を行いま

すが、地震発生以降、これら２店舗以外の売上が好調で、当該２店舗を含めた既存店売上高が前年を上回って推移して

いることなどから、現時点において営業収益予想の修正はございません。 

 

拠点名 所在地 現況 

ＭｒＭａｘ熊本インター 

ショッピングセンター 

熊本県熊本市東区石原

1-1-111 

・MrMax 店舗は9/5 から 11 月下旬まで店内工事の

ため一時閉店 

・テナントは１店舗を除き通常営業中 

ＭｒＭａｘ松橋 

ショッピングセンター 

熊本県宇城市松橋町豊福

1683-1 

・MrMax 店舗は 9/26 から 10/13 まで店内工事の  

ため一時閉店 

・テナントは１店舗を除き通常営業中 

ＭｒＭａｘ山鹿 

ショッピングセンター 

熊本県山鹿市方保田3462-1 ・テナントを含め全店舗で通常営業中 

ＭｒＭａｘ熊本南店 熊本県熊本市南区十禅寺

3-4-14 

・通常営業中 

熊本サテライトセンター 

（物流倉庫） 

熊本県上益城郡甲佐町  

白幡1877-1 

・通常稼働中 

 

 

 

（注）本資料における業績予想は、当社の本資料発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、 

予測を含んで記載しております。実際の業績は、今後の様々な要因によって本資料記載の業績予想とは

異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


